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ア
ベ
政
治
か
ら
ス
ガ
政
治
に

継
承
さ
れ
た
「
政
治
と
行
政
の

私
物
化
・
憲
法
蹂
躙
・
立
憲
主

義
の
破
壊
」―

―

次
期
首
相
に

誰
が
な
ろ
う
と
所
詮
は
自
民

党
。
根
っ
こ
は
同
じ
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
は
、
こ
の
よ
う
な

自
公
政
権
に
よ
る
競
争
第
一
主

義
・
格
差
拡
大
・
弱
肉
強
食
政

治
の
実
態
を
あ
ば
き
出
し
て
い 

ま
す
。
加
え
て
、
憲
法
９
条
は

ど
こ
吹
く
風
と
ば
か
り
、
ア
メ

リ
カ
追
従
の
軍
拡
路
線
を
ひ
た

走
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
目

の
前
の
こ
う
し
た
現
実
は
政
治

の
現
状
そ
の
も
の
で
す
。
誰
の

た
め
の
政
治
な
の
か
！ 

何
と

し
て
も
自
公
政
権
ス
ト
ッ
プ
・

政
権
交
代
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
場
の
声
・
個
々
の
多

様
性
が
尊
重
さ
れ
、
憲
法
に
基

づ
く
政
治
の
実
現
を
め
ざ
し
、

政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。 

 

「
保
守
王
国
」
と
言
わ
れ
る

山
口
県
。
し
か
し
、
社
民
党
が

い
ま
す
!! 

社
民
党
の
同
志

の
皆
さ
ん
。
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
に
訴
え
、
明
る
く
元
気
に
が

ん
ば
り
あ
い
ま
し
ょ
う
!! 

(

県
連
合
代
表 

佐
々
木
明
美) 
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尽
く
す
こ
と
に
合
意
。
福
島
み

ず
ほ
社
民
党
党
首
な
ど
各
党
代

表
が
こ
れ
に
署
名
し
ま
し
た
。 

 

野
党
が
合
意
し
た
市
民
連
合 

主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連

合
の
「
衆
議
院
総
選
挙
に
お
け

る
野
党
共
通
政
策
の
提
言
」
を

共
有
し
、
そ
の
実
現
に
全
力
を

社
会
民
主
党
・
立
憲
民
主

党
・
日
本
共
産
党
・
れ
い
わ
新

選
組
の
野
党
４
党
は
９
月
８

日
、
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲

 

ア
ベ
政
治
か
ら
ス
ガ
政
治
に

継
承
さ
れ
た
「
政
治
と
行
政
の

私
物
化
・
憲
法
蹂
躙
・
立
憲
主

義
の
破
壊
」―

―

次
期
首
相
に

誰
が
な
ろ
う
と
所
詮
は
自
民

党
。
根
っ
こ
は
同
じ
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
は
、
こ
の
よ
う
な

自
公
政
権
に
よ
る
競
争
第
一
主

義
・
格
差
拡
大
・
弱
肉
強
食
政

治
の
実
態
を
あ
ば
き
出
し
て
い 

ま
す
。
加
え
て
、
憲
法
９
条
は

ど
こ
吹
く
風
と
ば
か
り
、
ア
メ

リ
カ
追
従
の
軍
拡
路
線
を
ひ
た

走
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
目

の
前
の
こ
う
し
た
現
実
は
政
治

の
現
状
そ
の
も
の
で
す
。
誰
の

た
め
の
政
治
な
の
か
！ 

何
と

し
て
も
自
公
政
権
ス
ト
ッ
プ
・

政
権
交
代
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
場
の
声
・
個
々
の
多

様
性
が
尊
重
さ
れ
、
憲
法
に
基

づ
く
政
治
の
実
現
を
め
ざ
し
、

政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。 

 

「
保
守
王
国
」
と
言
わ
れ
る

山
口
県
。
し
か
し
、
社
民
党
が

い
ま
す
!! 

社
民
党
の
同
志

の
皆
さ
ん
。
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
に
訴
え
、
明
る
く
元
気
に
が

ん
ば
り
あ
い
ま
し
ょ
う
!! 

(

県
連
合
代
表 

佐
々
木
明
美)  

 

第４９回衆議院総選挙 
 

◆10月下旬か11月に実施 
 10月21日に任期満了となる衆議院の総選挙は、10月下

旬か11月に行われると見込まれています。衆議院議員総

選挙では、小選挙区と比例代表の二つを投票しなければ

なりません。そこで、衆議院の投票方法についてお知ら

せします。なお、最高裁判所裁判官の国民審査も行われ

ますので、投票所では計３回投票することとなります。 

◆小選挙区選挙は個人名 
 全国289の選挙区ごとに定数１名、合計289名の議員を

個人名を書いて選びます。山口県は１区～４区に分かれ

ており、社民党山口県連合は、県内野党共闘の一翼とし

て次の方を推しています。 

第１区 大内一也さん 
周南市(旧熊毛町除く)･防府市･山口市(旧阿東町除

く) 

第２区 松田一志さん 
岩国市･柳井市･光市･下松市･和木町･旧熊毛町･周防

大島町･田布施町･平生町･上関町 

第３区 坂本ふみこさん 
萩市･美祢市･宇部市･山陽小野田市･阿武町･旧阿東町 

第４区 竹村かつしさん 
長門市･下関市 

◆比例代表選挙は政党名 
 全国を11選挙区（ブロック）に分け、合計176名を選び

ます。山口県が属する中国ブロックの定数は11名です。

比例代表選挙では政党名を書きます。候補者名を書くと

無効になります。 

比例代表は｢社民党｣とお書き下さい。 

※比例代表では、政党の得票数を基にドント方式で計算

して各政党の当選者数が決定され、政党名簿の登載者

のうち当選者数までの順位の者が当選者となります。 

選
挙
で
変
え
よ
う
！ 

競
争
第
一･

格
差
拡
大
の
政
治 

市
民
連
合
の
共
通
政
策
呼
び
か
け 

社
民
な
ど
野
党
４
党
が
合
意 

 

社民党山口県連合は、県内各地
で街頭宣伝を行っています 

の
提
言
の
柱
は
、
①
憲
法
に
基

づ
く
政
治
の
回
復
、
②
科
学
的

知
見
に
基
づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
強
化
、
③
格
差

と
貧
困
の
是
正
、
④
地
球
環
境

を
守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
分

散
型
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
移

行
、
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
基

づ
い
た
自
由
で
公
平
な
社
会
の

実
現
、
⑥
権
力
の
私
物
化
を
許

さ
な
い
、
公
平
で
透
明
な
行
政

の
実
現
―
―
の
６
点
で
す
。 

市
民
連
合
＠
や
ま
ぐ
ち 

山
口
地
域
の
会
が
発
足 

大
内
さ
ん
を
か
こ
む
会
も
開
催 

市
民
連
合
＠
や
ま
ぐ
ち
山
口

地
域
の
会
（
通
称
：
市
民
連
合

＠
や
ま
や
ま
）
が
９
月
19
日

(

日)

に
発
足
総
会
を
開
催
。
当

面
の
衆
議
院
選
挙
の
取
り
組
み

や
、
山
口
市
民
に
広
く
政
治
へ

の
参
加
を
継
続
的
に
呼
び
か
け

て
い
く
こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る

活
動
方
針
の
ほ
か
、
規
約
・
役

員
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

当
面
の
衆
議
院
選
挙
で
は
社

民
・
立
憲
・
共
産
・
新
社
会
の

県
内
４
野
党
が
、
１
区
大
内
一

也
さ
ん
、
２
区
松
田
一
志
さ

ん
、
３
区
坂
本
ふ
み
こ
さ
ん
、

４
区
竹
村
か
つ
し
さ
ん
を
支
援

し
て
お
り
、
今
回
結
成
さ
れ
た

市
民
連
合
＠
や
ま
や
ま
は
１
区

の
大
内
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま

す
。 市

民
連
合
＠
や
ま
や
ま
は
、

山
口
市
民
が
参
加
す
る
市
民
団

体
で
、
山
口
市
の
状
況
に
合
わ

せ
て
地
域
に
密
着
し
た
形
で
運

動
を
広
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

お
り
、
全
県
的
な
組
織
と
し
て

は
市
民
連
合
＠
や
ま
ぐ
ち
が
あ

り
ま
す
。 

総
会
終
了
後
に
は
「
大
内
一

也
さ
ん
を
か
こ
む
会
」
を
開
催

し
、
大
内
さ
ん
の
決
意
表
明
の

の
ち
参
加
者
か
ら
質
問
を
う
け

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
山

口
・
宮
野
間
の
公
共
交
通
機
関

減
便
の
影
響
や
、
政
策
実
現
の

た
め
の
国
債
発
行
、
教
育
予
算

と
教
職
員
増
・
少
人
数
学
級
な

ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
質
問

が
出
さ
れ
、
大
内
さ
ん
は
一
つ

一
つ
に
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。 

◆
役
員
体
制
（
敬
称
略
）
◆ 

共
同
代
表
…
…
外
山
英
昭 

共
同
代
表
…
…
千
葉
ま
り 

共
同
代
表
…
…
糸
山
真
理
子 

事
務
局
長
…
…
斉
藤
彦
四
郎 

事
務
局
次
長
…
大
久
保
雅
子 ９月19日 

じ
ゅ
う
り
ん 



 

 

 

市
民
連
合
の
共
通
政
策
の
柱

で
あ
る
「
格
差
と
貧
困
の
是

正
」
で
は
、
最
低
賃
金
を
引
き

上
げ
、
非
正
規
雇
用
・
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
処
遇
を
改
善
し
、
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
す
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
誰
も
が
人
間
ら
し
い

生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
、
住

宅
・
教
育
・
医
療
・
保
育
・
介

護
へ
の
公
的
支
援
を
拡
充
し
、

子
育
て
世
代
や
若
者
へ
の
社
会 

的
投
資
を
充
実
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
所
得
・

法
人
・
資
産
に
関
わ
る
税
制
や

社
会
保
険
料
負
担
を
見
直
し
、

消
費
税
の
減
税
や
富
裕
層
の
負

担
強
化
な
ど
公
平
な
税
制
を
実

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
所
得

者
層
や
中
間
層
へ
の
再
分
配
機

能
を
強
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

市
民
連
合
の
共
通
政
策
の
も

う
一
つ
の
柱
で
あ
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」
で
は
、

科
学
的
知
見
に
も
と
づ
く
こ
と

を
基
本
に
、
従
来
の
医
療
費
削

減
政
策
を
転
換
し
、
医
療
・
公

衆
衛
生
の
整
備
を
迅
速
に
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め

と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
待
遇
改
善
を
急
ぐ
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
倒
産
・

失
業
な
ど
で
打
撃
を
受
け
た
人

や
企
業
を
救
う
た
め
、
万
全
の

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

森
友
・
加
計
問
題
や
桜
を
見

る
会
疑
惑
な
ど
、
安
倍
・
菅
政

権
の
も
と
で
起
き
た
権
力
私
物

化
の
疑
惑
に
つ
い
て
真
相
を
究

明
し
ま
す
。 

日
本
学
術
会
議
の
会
員
を
同

会
議
の
推
薦
ど
お
り
に
任
命
し 

2021 年９月 29日(木曜日)          ＴＨＥ ＳＨＡＫＡI ＳＨIＭＰＯ （第３種郵便物認可）      第 133 号(山口県版)(2) 

 

 

社民党 2021 年重点政策 
 

０１ 新型コロナ感染症災害からの生活再建 
１ 消費税３年間ゼロ、財源は内部留保などへの課税 
２ 大企業・富裕層への課税強化と社会保険料の軽減 
３ 公的責任を強化。休業要請は補償とセットで 
４ 利用しやすい生活保護制度に変える 
５ 医療機関、介護･医療従事者を支援。地域医療を守る 
 

０２ 格差・貧困の解消 
６ 非正規雇用に歯止め。雇用の安定を実現 
７ 最低賃金を全国一律 1500 円/時に引き上げ 
８ 高等教育までの教育費無償化。奨学金は原則給付型 
９ 75 歳以上の高齢者医療費負担２倍化反対 
 

０３ 地球環境と人間の共生 
10 「原発ゼロ基本法案」成立を。老朽原発再稼働反対 
11 福島第一原発汚染水海洋放出反対。生活保障と被曝管

理 
12 2050 年までに温暖化ガスゼロ、グリーンリカバリー 
13 漁業法、種苗法改悪に反対。食糧自給率 50％に 
14 防災・減災に向けたインフラ整備 
 

０４ ジェンダー平等社会の実現 
15 男女平等、選択的夫婦別姓導入、世帯主義から個人主

義へ 
16 女性の貧困問題、自殺対策。「生理の貧困」問題解決 
17 意思決定機関における女性の比率を引き上げ 
18 女性への暴力を根絶。性暴力禁止法制定 
 

０５ 多様性に富む福祉社会の実現と差別の根絶 
19 実効性のある包括的差別禁止法をつくる 
20 同性婚を法制化、ＬＧＢＴ差別解消法 
21 子どもの権利基本法制定 
22 共生社会の日本に。定住外国人に地方参政権 
23 移動の権利の保障 
24 公権力の管理・監視強化から個人情報と権利を守る 
 

０６ 平和外交で日本とアジアの平和を目指す 
25 憲法改悪反対。憲法を暮らしに活かす政治を実現 
26 安保法制、秘密保護法、共謀罪法、重要土地調査規制法

廃止 
27 普天間基地の閉鎖・撤去、県内移設断念を 
28 日米地位協定改定。対等・平等な日米平和友好条約に転

換 
29 南西諸島や馬毛島の軍事基地化に反対 
30 平和外交で北東アジア非核平和地帯を。核兵器禁止条

約に加入 

市
民
連
合
の
共
通
政
策
■
格
差
と
貧
困
の
是
正 

税
制
や
社
会
保
険
料
負
担
見
直
し 

低
所
得
・
中
間
層
に
再
分
配
強
化 

ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
間
の
権
力
私
物

化
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
内
閣
人
事
局
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
公
正
な
公
務
員
人
事

を
確
立
し
ま
す
。 

内
閣
人
事
局
は
、
各
省
の
幹 

部
人
事
を
首
相
官
邸
が
掌
握
す

る
た
め
に
安
倍
政
権
が
２
０
１

４
年
に
設
立
し
た
も
の
で
、
そ

の
結
果
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
立
場
の
官
僚
を
人
事
慣

例
を
破
っ
て
ま
で
内
閣
法
制
局

長
官
に
任
命
し
た
り
、
森
友
学

園
問
題
で
は
財
務
官
僚
主
導
で

文
書
を
改
ざ
ん
す
る
な
ど
の
事

態
が
生
じ
ま
し
た
。
特
に
森
友

問
題
で
は
、
意
に
反
し
て
改
ざ

ん
に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
職
員
が

自
ら
命
を
絶
つ
ま
で
に
追
い
込

ま
れ
た
の
で
す
。
共
通
政
策
で

内
閣
人
事
局
の
あ
り
方
の
見
直

し
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
念
頭
に
置
い
て
い

ま
す
。 

市
民
連
合
の
共
通
政
策
■
新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

医
療
費
削
減
政
策
を
転
換 

人
や
企
業
に
万
全
の
支
援 

市
民
連
合
の
共
通
政
策
■
公
平
で
透
明
な
行
政 

権
力
私
物
化
疑
惑
を
糾
明 

公
平
な
公
務
員
人
事
確
立 

２
０
２
１
年
11
月
実
施
が
予
想
さ
れ
る
衆
議
院
総
選

挙
で
社
民
党
は
、
６
つ
の
柱
・
30
項
目
の
重
点
政
策
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

災
害
か
ら
の
生
活
再
建
と
格
差
・
貧
困
の
解
消
の
二
つ
の

柱
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

◆
消
費
税
率
３
年
間
ゼ
ロ
に 

導
入
当
初
は
３
％
だ
っ
た
消

費
税
は
、
97
年
か
ら
２
０
１

９
年
の
間
に
５
％→

８
％→

10
％
に
上
が
り
ま
し
た
が
、

社
会
保
障
財
源
と
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
は
企
業
や

富
裕
層
の
減
税
の
穴
埋
め
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
法
人
税
の
基

本
税
率
は
下
が
り
続
け
、
現
在

は
最
高
時
の
約
半
分
23･

２
％

で
す
。
所
得
が
多
い
ほ
ど
税
率

が
高
く
な
る
と
い
う
所
得
税
の

累
進
性
も
、
た
び
重
な
る
改
正

で
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
拡
大
す
る
中
、
失
業
者
は
２

百
11
万
人
に
及
び
、
今
年
５

月
の
完
全
失
業
率
は
３
・
０
％

と
16
カ
月
連
続
で
増
え
て
い

ま
す
。
解
雇
・
雇
い
止
め
も
７

月
時
点
で
累
計
11
万
人
を
超

え
、
事
業
主
都
合
の
離
職
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
非
正
規
で
働
く
人

と
く
に
女
性
が
最
も
影
響
を
受 

第49回 
衆院選 
社
民
党
２
０
２
１
年
重
点
政
策 

け
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
て

社
民
党
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

活
再
建
の
た
め
消
費
税
の
税
率

を
３
年
間
ゼ
ロ
と
し
、
大
企
業

が
貯
め
込
む
４
７
５
兆
円
の
内

部
留
保(

利
益
剰
余
金)

へ
の
３

年
間
臨
時
課
税
で
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

◆
大
企
業
・
富
裕
層
に
負
担
を 

規
制
緩
和
や
大
企
業
・
富
裕

層
優
遇
で
富
め
る
者
が
富
み
、

そ
の
富
が
下
に
し
た
た
り
落
ち

て
く
る
と
い
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
政
策
は
、

実
際
に
は
企
業
が
利
益
を
貯
め

込
み
、
貧
富
の
格
差
が
広
が
っ

た
だ
け
で
し
た
。
税
金
の
役
割

―
―
①
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
財
源

調
達
、
②
所
得
・
資
産
の
再
分

配
、
③
経
済
の
安
定
化
―
―
も

弱
ま
っ
て
い
ま
す
。 

社
民
党
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

や
福
祉
の
提
供
に
必
要
な
財
源

を
大
企
業
や
富
裕
層
に
求
め
ま

す
。 


